
 

○事業名 

ママライフエキスポ・北名古屋手みやげ博 

○実施団体名 

ママライフデザイン研究所 

○事業の目的 

①男女共同参画②産後うつ・虐待予防③まちづくり 

子育て中の母親自身がいきいきと主体的に生きることを応援すると共に、地域の魅力を再発

見することで繋がりや愛着心を育み地域活性化へとつなげる。 

○事業の概略（いつ、どこで、誰のために、何を どのように行ったか簡潔に） 

When/Ｈ29年 9月 15日（金） where/北名古屋市文化勤労会館 who/北名古屋市及

び近郊に居住する母親・地域店舗 what/①北名古屋在住及び近郊在住の母親でハンドメ

イド・サロンなど起業する女性の活動の紹介・出展販売②子育て中の母親の地域情報や交流

スペース/セミナー開催③ママ支援企業様の出展④北名古屋手みやげ手帖を基にする手みや

げ博⑤リサイクル品の販売など 

○事業の効果・成果（事業をやってよかったこと） 

・地域の方へは北名古屋の魅力を再発見でき、他地域から来場された方へＰＲの機会となった。 

・母親同士のつながりのみならず、企業間でも交流が生まれていた。 

・出展へチャレンジしたことが励みとなり、その後の暮らしへの張り合いとなった。 

・孤立しがちな子育てだったが、エキスポ出展で交友が広がった。 

・普段子育てや暮らしに関する思いを気軽に伝える機会がなかったが、来場アンケートをきっかけ

に課題と感じているリアルな想いを抽出する機会となった。 

○事業を実施しての問題点（事業をやってうまくいかなかったこと） 

・行政や他団体出展への協力があまりスムーズとはいえなかった。 

・運絵規模が年々拡大しているものの、ボランティア協力があまり集まらずメンバーへの負担が増

大している。 

・資金不足のため、団体負担額が多かった。 

○事業の課題・今後の展望（改善すべきこと、これからやりたいこと） 

・他団体さんへの協力は負担の無い連携や参画方法を提案していく。 

・運営資金を確保し、有償でのボランティア募集を募りメンバーへの負担を軽減していく。 

・資金の再配分・検討・節約をこれまで以上に細やかに計画・資金捻出に努める。 

○審査員評価 

レベルの高い活動になっている。 

○アドバイス・期待する点 

運営の連携化、他の団体との協働運営は考えられないか。 

アクセス、交通手段の確保。 

仲間としての活動にとどまらず、他のNPO と連携する試みを増やし、更に充実することを

望みたい。 

 


